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一、発刊の辞：；：：：
ji
－ － ： ：
ji
－－：・藤井会長・：（
1
）
二 、
会設
立の経過：：：：：：
ji
－ － ： ： ： ： ：
： 竹
内教
反 ・ ： （
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、昭和
二十五年度講義組日：：
・
： ： ： ： ： ・ ： ： ： ： ： ： （
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）
問、公開講演要旨：
JJ
・ － ： ・ ； ： ： ：
ji
－ － ： ； ・ ： ： ： ・ （
2
）
イギリスの発達について・：－
ji
－－：： 中村英勝
明治維新の新しい見方考へ方・
ji
－ － ： ： ： 肱 井 匹 太 郎
東亜考古学の現況・；：：
ji
－－：：：：：：：関野純
五
、第一回例
会研究発表要日：：：
－ji
－ － ： ： ： ：
： ： ；
： ： ： （
4
）
日本初期切支丹史 研究：：
－ji
－－：・：；：芥川屯男
中世末期東国に於ける地侍 性格と・：：・：引い以降
一 一 一
その動向
六、会務報告（永浜委員）：：：：：：：：
ji
－ － ： ・ －
ji
－ － － ； ハ
5
）
七、大学院学生の研究テ
l
マ ・ ； ・ ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ； ： （
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）
八
、
学内だより（渡辺委員〉：；：：
：ji
－
－ ： ： ： ：
： ：
： ： ： （
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）
九、本会々則：・：：：・：：：：；：
；
： ・ ・
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）
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、会員名簿：：：
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－－（
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凶洋中世に於ける僧院の件前と．その文化活動
－一、例
会主（辻普之助博士「時代思想を：
超越せるもの」）
一 一
、史
蹟調査〈金沢文庫）報告（委員永浜先義）：：：・
：（
4
）
凶、企貝随想：－
ji
－ － － －
JJ
・ － ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ・ （
6
）
随想（海の歴史への魅力）：・：：：：：：：：：藤井比一太郎思いついたまま・：：：：： ； ：・竹内山良随州
Uj i
－ － ： －
JJ
・ － ： ・ ： ： ； ： ： ： 周 藤 古 之
つ
の感想
： ： ： ：
： ： ：
： ： ： ： ： －
ji
－ － ： 関 野
推
土日間松陰と川仁喉：
： －
ji
－－ ： ： ：
： ：
ji
－ ： 丸
山忠
綱
舵史を創る人々：：
ji
－－：：：：：：：：：：：六永町
一
小学校社会科に於げる国史教育－
ji
－－：：山下文彦
明治政府の附殺奨励 ・：：： ・ ：－
N
佐
川
、
会務報告：：：（委此刊
N
小 川 口 一 一 郎
）
六
、会計報
告：：：（会計委員）
・
七、クラス便り・
旧制学部卒業生（渡辺生）旧制学部三年（鶴岡生）新制学部四年（安藤牛）新制学部三年（篠宮生）
八、卒業論文題目：・
旧制第一回卒業論文題日旧制第二回卒業論文題
日
新制第一一山 栄治 日
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藤井甚太郎：・（
1
）
・ （
2
）
久 徳 ・ ： （
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郷土誌研究雑感：
：ji
－ － ： ・ ：
・ ： （ 祈 一 宇 ）
山ド〜
x e
－ － ・
（ ハnJ
史蹟調弁報告（深大守）：：：：・：
ji
－－：：：：交問委けい：（
4
r
）
例会記事ハ和田清博士「東洋史家の見た古代日本」）：：：：・〈
6
）
関西方面研究旅行－
ji
－ － －
ji
－ － ：
ji
－ －ji
－ － ： ： ： ： ・
ji
－ － ・ （
6
）
日程旅程及参加者名簿：：；：：：
ji
－ － ・ ： ： ： －
ji
－ － ： ： ： ： ・ （
7
）
第一日－
ji
－ － ： ： ： ： －
ji
－ － ： ： ： ： －
ji
－－：年沢茂：・（
7 J
第 二 日 ・ ： －
ji
－ － ： ： ： ・ ： ： ：
ji
－－；：：：；：都築主税：・（ロ）
第三日
ji
－ － ：
ji
－ － －
ji
－－ －ji
－－：：：・：松井芳郎：・（日
）
第四日畑一明美肌秤（口）感惣
JJ
－ － ： ： ： ： ： ・ ： ： －
JJ
・ － －
－JJ
・ － 藤 井 比 一 太 郎 ・ ；
（m v
随筆
・ ； ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：
JJ
・ － ： －
JJ
・ － － ： 洞 在 正 一 一 ． 郎 ： ・
（mJ
会務報告：：：
ji
－ － ： ： ： ：
ji
－－；：：かれ委只・：（お）
会計
中間報告：：：
ji
－ ： －
ji
－ － ： ： ： ； 会 計 委 員 ： ・
（ お
）
旧制大学院学生放に研究題円：：：
ji
－ － ： ： ： ： ： ： ： ： ；
（ 幻）
新入会員紹介：： ・：
ji
－ － ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ； ： ； ： ： ： ： ： ： （ お ）
史学科及関係講義題け（昭和
二
十七年度）：：
ji
－ － ： ・ ： ： ： （ 幻 ）
学
内使・：：
ji
－ ： ： ・
（M V
研究室使（お）編集後（お）
国 守
一九五
第
五
一、巻頭の辞：：：
： ：
ji
－ － ： ： ： 会 長
二、公開講演要旨
インドの封建制：：：・
ji
－ － ・ ： ： ： ： 教 授
米国の極東政夜：・：：：
ji
－ － ： ： ： 講 ’ 附
近世初期に於ける日本とい
川
・ 持 出
洋
との関係
一 一 一
、西域の紫京・：：：：：：：：：：大
学院久ド可：
・（
8
）
問、足利学校
L」鑓阿年
（山 入 蹟 和 介
） （
目 石 川 委 は
） ： ・ ：
： ： ： ： （ 日 ）
五、ム円げは随出：：・：：：・ ：：－
JJ
・ － － ： ： ： ： ： ： ： ・ ： （ 日 ）
思いついたまま：：：：； ・ ・：
ji
－－：：：竹内直良
若年得：：：：：
：
： ： ； ： ：
ji
－ ： 洞 巻 正
三郎
六
、
会務報告：
・
（ 絞 井 委 員 ） ： ： ： ・ ： ： ： ：
ji
－－ ： ： ： （ 日 ）
じ、会計報告・：（会計委民
）
・ ・ ： ： ： ：
ji
－ － ： ： ： ： ・ （ 日 ）
八
、ク
ラス便り：
： ； ； ：
： ・
ji
－－ ： ： ：
ji
－ －
：ji
－ － － （ 四 ）
四年・：（汁治生）－－
ji
－ － ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： －
ji
－ － ： ： ： ； （ 四 ）
一 一 一 年 ・ ： （ 寺 沢 生 ） ・ ： ： ： ： ： ； ： ： ： ： ： ： ： ：
ji
－ － ： ： （ 四 ）
九、卒業生消息：：；：：
ji
－－：：：：：：：：；（却）
一O
、卒業論文題目（新制第
一 一 同 ）
：：：：：：（幻）
巻頭
一fU i
－ －ji
－ － － －
ji
－ － －
ji
－ － ： ： ： 藤 井 英
一太 郎 ： ・ （
1
）
蘭学史に於ける人文科学の立場：－－
ji
－－：：：版沢武批：・（
3
）
一八六一年
以降のロシア農業問題の問転機：・的場徳造：・
（5
）
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山（宗の一括肢と一向一投：：：
：
・・：笠原一男：・〈
9
）
平将門と神田明神と削門帥：： ：－
Ji
－ － － 丸 山 忠 綱 （ 日 ）
お抗政：：
ji
－－：：：：：：：：：：：：：久下司・（
H J
江戸時代村落における寄合の研究：；
it
－－：鈴木英市・：（
m J
無量光院跡発堀調査
ji
－ － － －
ji
－ － ：
ji
－ － － ： ： 中 野 清 徳 ・ ： （ 幻 ）
例会講演ハ渡辺世祐博士「豊太閤について
bi
－ －ji
－ － ： ： （
M
）
史蹟調査報告（高麗郷〉
ji
－ － ・ ： － J J ・ － ： ・ ：
ji
－ － ： ： ： ・ （ お ）
会務報告
ji
－ － ： ： ・ ：
ji
－ － ：
ji
－ － －
ji
－ － ： ： ・ ： ： ハ 幻 ）
受贈雑誌・卒業論文題目－
ji
－ － ： ： ： ： ： ： ：
：
： ： ： ： ： ・ ： ・ （ お ）
藤井教授古稀祝賀行事について ：：；：
ji
－－ ： ： ： ： ：
ji
－－ （ 況 ）
昭和廿七年度大学院ハ旧）研究発表題日新制大学院学生名簿会員動静
研究室だより：・
本号より「法政史 」と改題、但し、号数は一貫とす
J
（ 泣 ）
藤井甚太郎先生古稀祝賀記念特輯昭和二十八年十二月
藤井甚太郎先生近影特輯号の刊行に際して：・：：：：：
ji
－－教授板沢武雄：・ハ
1
）
日本近代科学史の分類について： －
ji
－－：：大内兵衛：・（
3
）
明治の政治に及ぼしたジョージ・：・
ji
－－・：木村裁：・ハ
M
）
ワシントンの影響明治の美術
l
特に洋画について！：：：
ji
－ － 隈 元 謙 次 郎 ： ・ ハ 泊 ）
明治初期の日米文化交渉：
ji
－ － ： ： ：
ji
－ 藤 井 甚 太 必
第
．＆ ．，、
Cl 
噌雪E
法政史学総目次
政井教授十円稀祝賀晩餐会記事：；：・：
ji
－ －
：
： ： ： ：
： －
ji
－ － （ 白 ）
来会計芳名：：・：：：：：：：：・（泣）法政大学史学会々 報・： ・：（一位）峰一井教授十日稀記念祝賀会記市－（引｝加役方人足寄場についてハ一）： ：：：：： 丸山蛮曾の内徒について｜宋代南繁
444
同：：：：河原
戦国大名への契機としての二楢崩の変；： 芥川！大友義鎮（宗麟）研究覚書！中世末期畿内に於ける真宗本願寺教団の： 金子発展｜紀伊と近江について
11
日清間琉球案件交渉 挫折・
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・ ・ 安 岡
新島裏の自治教会思想とその影響：：：：： 堀切l
一致・組合両教会同問題をめぐって｜｛
松沢武雄教授学位論文審在要回日：
：
： ：
：
： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： （ 乃 ）
法政大学史学会々報
ji
－ － － ： ： －
ji
－ － －
ji
－－：：：：（剖）
卒業論文題目・会員動静・その他：：：：・：：（部）
第
ロ 可
七
昭和三十年六月
第
ロ 可
昭和三十一年三月
i¥ 
紀元七世紀におけるイギリス人の宗教事情 ・守司｜特にベネデイクト修道土の活動について｜ノ｜加役方人足寄場 ついてつ一）：・：：－JJ・－丸山江戸時代天領下における助郷の研究・
． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
－ 桜 井
｜特に武州多摩郡関前村を中心として
i
江戸時代における新田村落形成過程の研究．－－五牛l
特に武蔵野新聞を中心として
11
；
忠 綱 ： ・ ハ
1
）
正 博 ： ・ （ 四 ）竜 男 ： ・ （ 一 認昭 弐 ： ・ （ 江 町 ）昭男：・（貯
V
康 司 ・ ： （
m N
〉
一 山 一 良 ・ ； （
1
）
忠 綱 ： ・ （ 幻 ）芳 郎 ： ・ （ 却 ）芳 郎 ・ ： （ 河 ）
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加役方人足寄場について
つ ニ ）
・ ：
ji
－ －
： ： ・ ： 丸 山
九州に於ける惣領制の変質過れ
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・ ・ ・ ・ ・ 芥
H
l
文永・弘安期の志賀氏
i
近世農民の「役」について：：：：：：：：：：：：古木i
松本務に於げる本百姓
の 性 的 伶
｜
院政政権史論・
： －
JJ
・ － － － ： ： ： ： ・ ： ： ： ： ： ： 泊 巻 正
三
郎 ・ ：
〈担
）
川水・治水問題より観たる江戸近郊農村の・：日な一
型態
！
とくに三給地としての和泉村の場合
lJ
自
法政史学
第二十号
近世封建社会の研究・ ヤれ｜
特に判例
に現われる家族制度
の問題を中心として
lIl
鰹漁業経営の一端 ：
ji
－ － ： ： －
ji
－ － ： ： ： ： 小 島
近世冴嘘吐沿土地制度の経済史的一考察・：大庭111ii
：
ELf
－ 
法政大学史学会々報・卒業論文題目
・
会員動的
・ そ
の他
第九号昭和
三十二年一月
琉球所属を絞る日消交渉の諸問題
・． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・ ・ ・
公刷
公 彦 ・ ： （ 別 ）然 太 ： ・ ハ 約 ）重 雌 ： ・ （
M m
）
（ 邸 ）
忠 綱 ： ・ （
1
）
竜 男 ： ・ （ 幻 ）良 子 ・ ： （ 貯 ）菊 江 ・
（町 山
）
（
町
）
令 治 ： ・ （ 凶 ）文 男 ・ ・ （ 印 ）昭 男 ・ ・
農村
作氏の離村向都と
その対策につ
いて：：：市
橋
地租改正への農民参加
の形態：
： ： ： ： ： ： ： ； ： ・
5
ド
｜地
側設
定を中心にー も三
士族の崩壊過程
Aj
－－ ： ： ： ： ： ：
ji
－ － ： 新 井 わ か 子 ： （ 鈎 ）
！主として明治元年から
ナ年
！
川治十年代前半のインフレドにおける同氏：
m n
勝一郎：（弘一
）
什沼｜秋田事件を
H
R A
とし
て
l
法
政大学史学
学会
々 報 ： ．
卒業論文題
日・会只動的・
その他
rヘ、
14 
"---' ' 
訟政史学第十号発刊の辞：剛制一吋佐川一切一斎湾と大坂銀主衆との川勝井持一太郎ハ
2
〉
コルンバアヌスとベネデ
ィ ク
トウス
について：：：・：約内｜中世修
道院史におけるコルンバアヌスの地
位
｜
加役方人足寄場について（四）：：；：：：：：：丸山荘園変質過紅に於ける前所
の意義
・ ：・ ：
ji
－ － 以 江
出通事の研究：：：・：松本｜
特に訳詞統治－
m
通事会
所日
叫守中心として
1
徳川幕府出版取締政の研究： ：；：： 年尺｜
特に
三
大幕政政革との関連をめぐって
｜
一？
初期における日英交渉史 基礎研究
ji
－ －
－ 佐 藤
析児：
・ （ お
）
165
ミえ
E n y
巾E n o n
－G
ごを中心とし
て
｜
江戸時代前期における少年保護について・
：丸日
透・（
印）
近世村落構造の史的分析：： ；－
ji
－ － －
JJ
・ － 長 谷 川 丈 世 ： ・ （ 釘 ）
｜
泳訪領一子木
村の場合
l
村明細帳から見た近世の農村－
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
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